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令和４年大磯町議会 

12月定例会一般質問（12月 21日・22日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

２番 

吉川 重雄議員 

（80分） 

9:05～10:25 

   

１. 職員は町民のための仕事ができているか 

 11月の町長選挙に関わる仕事の中で、地方公務員法を順守し、町民のた

めの仕事（行政運営）ができているか。 

 町の広報掲示板の許可基準に沿って履行されているか。 

 

２．新設された期日前投票所について問う 

 町長選挙等を実施した中で、国府支所に新設された期日前投票所の効果

（投票率）について問う。 

 

３．町長の政策について問う 

 今回の町長選挙の中で、町長は６つの政策を公表した。その中の次の２

つの政策について問う。 

（１）中学校給食の早期実現の可能性について 

（２）町社会福祉協議会の運営立て直しについて 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

２ 

６番 

二宮加寿子議員 

（70分） 

10:45～11:55 

   

１. ディスレクシア（発達性読み書き障害）について 

 小学生の約７～８％存在するといわれている、読み書きを苦手とする児

童はクラスに平均２～３人いるとみられることから、周りの人が理解し、

適切なサポートをすることで、困難さを軽減することができると考えてい

る。ディスレクシアへの適切かつ早期のサポート体制について伺う。 

（１）ディスレクシアの疑いがある児童・生徒の把握や早期発見として学

校現場での検査はどのようか。 

（２）ディスレクシアのサポート体制はどのようか。また、障がいの困難

さにタブレット端末の活用やデジタル教科書の活用はされているか。  

（３）ディスレクシアの発見がされた場合の保護者との連携や専門医の診

断も早期療育へつなげることも大切と考えるがどうか。 

（４）合理的配慮への理解や児童・生徒や保護者への周知など、合理的配    

  慮を受け入れられないことを防ぐため、分かりやすいリーフレットや

学習会、講演会を実施して理解を促す必要性を感じるが、教育委員会

の見解を伺う。  

 

２．池田新町長が掲げるまちづくりについて 

（１）大磯徳洲会病院（仮称）への支援について 

  来年２月 28日をもって、事業終了となる東海大学医学部付属大磯病 

院から３月１日付に引き継がれる医療法人徳洲会については、町長選へ 

の立候補を表明された当初から「産婦人科と小児科再開や交通アクセ 

ス」、「町行政と町内医療機関及び大磯徳洲会病院（仮称）との連携強化」 

ということを掲げられているが、支援に関しては、医療法人徳洲会と話 

をされた内容か。また、求められたものであるか。掲げられた支援は、 

その達成に向けた具体的な取組み案やスケジュールなどがあるか伺う。 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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（２）「子育て・教育環境を向上させ、大磯に来てくれる子育て世代を増 

やしたい」について 

  「子育て・教育環境の向上」を柱の一つに掲げ、中学校給食の実施や 

小・中学校の校舎を綺麗にしたり、医療費支援、インクルーシブ教育の 

推進など、「おおいそ子ども・子育て応援アクションプログラム」と題 

し、さまざまな取組みを掲げられている。さらに、「妊娠・出産・産後 

への取組み」を含め、どのような考えを持っているか伺う。 

  特にその中でも産後ケアへの支援については、子育て世代の転入増加 

を目指す取組みとして大変重要な取組みと思うが、そのための取組みに 

関する考えを伺いたい。 

 

３ 

11番 

髙橋 英俊議員 

（40分） 

13:00～13:40 

 

１. 新町長が掲げるまちづくりについて 

市街化調整区域の見直しについては、おおむね５年に一度行われ、都市

計画法に基づき都道府県が行うものであり、町の考えだけにより市街化調

整区域から市街化区域への変更は不可能と思われる。 

 何のために見直しが必要となり、現実的に実行に移す目途はあるのか。 

 

２．新町長の経営感覚を問う 

大磯町の財政状況をどのように認識されているか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

４ 

15番 

渡辺 順子議員 

（80分） 

14:00～15:20 

 

１.政治家としての信条を問う 

県議会議員から数々の政策を掲げて町長に当選されたが、立候補の挨拶

では「政策は今まで皆さんから要望としていただいたものばかりです」と

書かれていた。議員としてまた町のリーダーとしての政治信条に違いはあ

るか伺う。 

 

２.これからのまちづくりに必要な対策は何か 

現在、食料やエネルギー価格高騰によって家計の負担が増加する一方

で、来年度は防衛費増額の財源として増税も予想されている。安心して暮

らせる大磯をつくるために、地方自治体として今後どのような対策が必要

と思うか。 

 

３.政策集（公約）について 

政策集から以下４点について、総合計画や関連計画、行政の継続性、財

政状況や財源確保、町民合意などを踏まえて伺う。 

（１）「おおいそ子ども・子育て応援アクションプログラム」の幼児教育・

保育の改善の内容と、９項目を実施する構想と展望。 

（２）現庁舎の耐震強度などを精査し、耐震補強なども探りながら現在の

建替え計画を見直すことについて。 

（３）再生可能エネルギー導入促進の具体策は。 

（４）大磯徳洲会病院（仮称）産婦人科、小児科再開の進め方は。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 
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５  

   13番 

鈴木たまよ議員 

（80分） 

15:40～17:00 

 

１. 学校給食について 

池田町長の政策集で、「子育て・教育環境の向上」がトップに挙げられ

ていた。その中でも最上位に挙げられていた中学校給食については自校式

と決まったものの、その後、学校施設の老朽化等の問題もあり、現在保留

となっている。中学校給食を早期に開始してほしいという声がある一方

で、小学校の給食施設も老朽化していることから、今後の学校のあり方を

含め、もっと広く長い視野で給食について考えるべきではないかという声

もある。 

また、今年３月に大磯小学校ＰＴＡが主催した「食の安全を守る人々」

という映画には、大勢の保護者、農業従事者、その他環境活動に関わる人

たちなどが集まり、食の安全に対する関心の高さを改めて感じた。 

今回は中学校給食のみならず、小学校給食も含めた学校給食について、

町長の見解を問う。 

（１）中学校給食の実施について 

（２）オーガニック＆地産地消給食について 

（３）小学校給食施設について 

 

２．自然環境保全について 

 大磯の魅力は緑豊かな自然だと言う人がほとんどだが、ここ数年その自

然が目に見えて荒廃している。特に川や海の環境保全の大元である山林の

保全は、自然災害とも大きく関係することから、迅速かつ丁寧に取り組ま

なくてはならない課題であると認識している。 

また、大きな問題となっているプラスチックごみについても、リサイク

ルやリユースに頼らず、もっと一歩進んだ取り組みが必要だと思う。 

以下の自然環境保全について、町長の見解を問う。 

（１）プラスチックごみ対策について 

（２）里山の管理について 

（３）ハイキング道などのインフラ整備について 

 

３．本庁舎及び消防庁舎の建て替えについて 

本庁舎及び消防庁舎については建て替えの計画が進んでいる。 

町長の政策集には本庁舎は耐震補強検討、消防庁舎は耐震化とある。い

ずれも建て替えはしないのか。町長の見解を問う。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

６ 

９番 

今井  茂議員 

（45分） 

17:20～18:05 

 

１.国の重要無形民俗文化財左義長について 

 来年３年ぶりに行われる左義長（１月 14日）の町の現在の支援状況と

今後の姿勢について問う。 

（１）経費についてどのように把握しているか。９団体の総経費は約 200

万円であるが、町の補助金は 18万円である。これを９団体で分ける

と２万円である。増やすことはできないか。 

（２）左義長保存会に行政の担当者を参加させることはできないか。 

 

２．日本で最初に開設された大磯海水浴場について 

 コロナで打撃を受けている海水浴場の現状と課題を問う。 

令和５年度の取組みと将来の展望は。 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

７ 

５番 

吉川  諭議員 

（80分） 

9:00～10:20 

 

１. 子育て・教育環境の向上について 

 以下の政策または事業については、今後どのような方向性で進めるの

か。 

（１）大磯幼稚園の認定こども園化について 

（２）小児医療費助成の高校３年生までの拡充について 

（３）子どもの居場所・遊び場整備について 

 

２.大磯トータルヘルスケアプランについて 

児童・障がい者・高齢者などの福祉行政の機能及び体制強化が急務であ

る。選挙公約では大磯トータルヘルスケアプランと称し、社会福祉協議会

の運営立て直しや、町内医療機関の連携強化などを掲げたが、現在策定中

の地域福祉計画については今後どのように進めていくのか。 

 

３.新庁舎および消防庁舎の整備について  

池田町長は選挙公約で「役場庁舎の耐震補強検討」、「消防庁舎の耐震化」

を挙げた。これまでの町行政の取り組みから大きな方向転換と受け止める

が、今後どのようなスケジュール・方向性で進めるのか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

８  

    ８番 

鈴木 京子議員 

（80分） 

10:40～12:00 

 

１.政策・公約実現の具体策について 

 池田新町長は、短期間でさまざまな政策や公約を示し、圧倒的支持を得

た。期待に応えると同時に、混乱の生じない行政執行の手腕が求められる

と考える。以下の点について、所見を問う。 

（１）課題整理のために、自治基本条例をどのように生かすのか。 

（２）大磯町社会福祉協議会の立て直しの具体策は。 

（３）予算編成において、今までの流れを変えるところはあるか。特に福

祉・教育分野と新庁舎や大磯駅前広場整備等、投資的事業について問

う。 

 

２．職員の働き方改革と機構改革について 

 中途退職者による組織力の低下が顕著である。加えて、生き生きと働い

ているというより、仕事をこなすだけで精いっぱいという職員も増えてい

ると感じる。国策を含め、仕事量の増加に疑問の余地はない。また、目標

値を設定する計画も増えている。コロナ禍や少子高齢化の課題も取り組む

必要がある。 

このような状況下で職員の疲弊は頂点に達しているといっても過言で

はない。実質的残業代不払い、有給休暇の取得率の低さ、マネジメントへ

の疑問、ハラスメント等の声も届く。 

 職員が孤立することなく達成感を得ながら働くことが、町全体の住みや

すさにつながると考える。以下の点について、所見を問う。 

（１）任期のない職員やある職員、会計年度任用職員、前町長時代の中途

退職者の総数は。また、年齢や経験の状況把握をし、町の事業に合わ

せて計画的な職員配置を考える必要があると思うが、どうか。 

（２）職員の本音を工夫した上で聞き取り、ライフワークバランスのとれ

た働き方や町の課題に合わせた機構改革につなげる考えはないか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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９ 

    ７番 

奥津 勝子議員 

（45分） 

13:00～13:45 

１.町長の公約について伺う 

町長選に当たり、公約の一つとして高校３年生までの医療費支援とあ

る。また、駅前広場整備の再検討と言われているが、数多い公約の中でこ

の二点について伺う。 

 

２.地域介護福祉空間整備等施設整備交付金の活用について 

 厚生労働省のこの交付金は、介護施設等における防災・減災対策を推進 

するため、スプリンクラー等の整備、非常用自家発電設備、給水設備の整 

備、水害対策に伴う改修、新型コロナウイルスの感染拡大防止への換気設 

備・設置等について補助する事業である。対象施設のニーズ調査がまず必 

要であると思うが、いかがか。 

  

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

10  

    10番 

飯田 修司議員 

（60分） 

14:05～15:05 

１.明治記念大磯邸園について 

 ４年前の 2018年 11月、タウンニュースにおいて当時の池田県議は「10

数億円の町の債務は神奈川県が肩代わりするので何も心配することはな

い」と記事に書いて町民を安心させたが、現在の「神奈川県の肩代わり」

の状況は。 

 

２．債務負担行為が 65億円あるが、池田町政では、どう捉えるのか 

他町村では数億円であり、一桁違うと思うがどう解釈するのか。 

 

３．「キャッシュレス決済ポイント還元事業」について 

 事業実施の目的は、新型コロナウイルスの感染症対策として、国が推奨

する非接触型のキャッシュレス決済を行った消費者に対し、ポイント還元

キャンペーンを実施することで、消費者及び事業者を支援し、地域経済の

活性化や地域内の消費喚起を促すことにつながることである。 

すでに半年前に立ち上げた、茅ヶ崎市、平塚市の事例があり、また伊勢

原市、開成町も準備に入ったとの連絡が入った。 

先発地域の所管課に学び時期的に充分遅くないと思うが、導入する考え

はないか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

11  

    ３番 

庄子 幸太議員 

（70分） 

15:25～16:35 

１. 現庁舎整備計画と新庁舎基本構想について 

現在進められている大磯町新庁舎整備基本構想において、基本構想を

終え、議会においても特別委員会での議論が続いている。先ず、現庁舎

整備計画における耐震補強計画の疑義について質問したい。 

（１）昭和 46年に建築された現庁舎を平成 15年に耐震補強した際、遡

ること昭和 55年の建築基準法で既に規定されていた公共施設耐震

基準Ｉｓ値 0.6、平成８年に阪神淡路大震災を受けて国交相の割増

基準Ｉｓ値 0.75というのが基本にある中で、基準値以下階が多数

だったにも関わらず工事を行なった経緯と執行責任者はどなたか。 

（２）新庁舎基本構想に先立って行われた住民アンケートで、建て替え

を明確に求める声は少数で、むしろ町税を別のソフト面に使ってい

ただきたいなどの否定的な声が多かったにも関わらず、なぜ強引に

進められたのか根拠を示されたい。 

 

町 長 
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２．新型コロナウイルス感染症対策における教育行政対応について 

 令和４年 11月 29日に文部科学省が県教育委員会等に対し、学校運営

に当たる対処方針を変更する旨の通知を行った。この中で、学校におけ

る衛生管理マニュアルでは従前から、必ず「黙食」とすることを求めて

いない、という記述がある。 

文部科学省がこれまで必ずしも黙食を求めていないにも関わらず、大

磯町で今日まで一貫した黙食やさまざまな制限を続けてきた経緯を問

う。 

（１）町立幼稚園・小中学校において、黙食を決定して以降、今日まで

の県対処方針変更などを受けて、黙食を緩和する決定や通知があれ

ば伺いたい。 

（２）コロナ禍の学校及び社会活動の制限によって、子どものメンタル

ヘルスへの影響が懸念されている。この問題をどう拾い上げ、そし

てどのように評価しているか。 

（３）ＰＤＣＡサイクルの観点から、この反省をどう活かしていくか。 

 

３．人道的観点によるコロナ禍の出口戦略について 

 例えば、本来学校活動とは子どもが伸びやかに学びを行う場であるは

ずで、ルールを詰め込むのではなく、友達や教職員とのコミュニケーシ

ョンを通じて社会性を身につける大切な成長過程でもある。集団運営と

いう点では高齢者施設等にも当てはまる。 

子どもの人権擁護、人道的観点から、厚生労働省の５類指定を見据え

て柔軟性措置を含めた黙食などの一刻も早い緩和と、中・昼休みが短す

ぎてトイレにも行けない、運動場で思いっきり遊べないなど声の多い休

み時間の改善が必要と考えるがいかがか。 

（１）うつ症状の増加、引きこもり傾向など、コロナ禍を取り巻く問題

は多岐にわたる事から、出口戦略において人権擁護チームなどで対

処すべきと考えるが現在の体制は。 

（２）特に教育行政において出口戦略をどのように進めていくと考えて

いるか。 

 

４．要支援家庭への積極的な宅配支援について 

 大磯町の総人口は減少傾向にあるが世帯数はほぼ横ばいとなってい

る。この数字が示すものは核家族化が進み、独居を含めた少数居住世帯

が増加していることを意味する。独居や老老介護など支援が必要な高齢

者世帯のほか、コロナ禍で子育て世帯にも生活困窮や子どもの虐待傾向

が顕在化し始めている。高齢者世帯では公共交通の不便さや宅配事業者

のニーズ不一致、子育て世帯では子ども食堂などの支援が必要家庭へ届

かない等ジレンマを抱えていると聞くが、現状認識について伺いたい。 

（１）独居及び高齢者、子育て世帯それぞれの要支援家庭数は。 

（２）独居及び高齢者、子育て世帯それぞれ直接訪問によって支援して

いる施策は。 

（３）ヤングケアラーの総数把握は行っているか、どのような支援をし

ているか。 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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（４）直接訪問して日用品や弁当などの物資支援を行うことは可能か。 

 

12  

    １番 

清田 文雄議員 

（40分） 

16:55～17:35 

１. 町長の提案する「大磯スタイルの防災」とは 

近年、地球温暖化に起因されると言われる気候変動による豪雨災害や 

巨大化する台風による災害が毎年のように発生している。また、数十年前

後に必ず起きると言われている巨大地震など、各種の災害に対する対策

は、自治体によって喫緊の課題と言える。当町でも現在までさまざまな対

策がなされてきたが、町長が提案する政策集の中で「大磯スタイルの防災」

ということを掲げているが、その内容について問う。 

 

町 長 

 

１２名３０問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


